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日本文学研究文献要覧
　現代日本文学2015-2019

 定価（本体39,800円＋税）　ISBN978-4-8169-2837-6　　　　　　　　　冊

基礎資料から最新の作家研究まで
主題・作家別に一覧

●国内で発表された現代日本文学に関する研究文献を
一覧できる文献目録です。『日本文学研究文献要覧 現
代日本文学2010～2014』（2015.7刊）の最新継続版。

●2015～2019年の5年間に図書・雑誌・紀要類に発表
された研究書・論文・書誌など2.3万点の文献情報を
収録。詳細な分類項目により、各ジャンルごとに最
新の研究動向を把握することができ、タイトルに作
家名がない文献も調べることが可能です。

●「現代日本文学研究案内」「事項名索引」「作品名索
引」「著者名索引」「収録誌名一覧」付き。

勝又 浩・梅澤 亜由美 監修
B5・830頁　定価（本体39,800円＋税）　ISBN978-4-8169-2837-6　2020年7月刊行

● 最近5年間の研究状況を網羅した研究文献目録 ●

日本文学研究文献要覧
現代日本文学2015～2019

【監修者プロフィール】

勝又 浩　かつまた・ひろし
1938年、神奈川県生まれ。法政大学文学部卒業、同大学院博
士課程中退。法政大学名誉教授、文芸評論家。『中島敦の遍
歴』（2004年10月 筑摩書房）により第13回（2005）やまなし文学
賞受賞。『私小説千年史　日記文学から近代文学まで』（2015
年1月、勉誠出版）により第28回（2015）和辻哲郎文化賞受賞。
著書に『引用する精神』（2003年11月 筑摩書房）、『「鐘の鳴る
丘」世代とアメリカ』（2012年1月、白水社）、『山椒魚の忍耐　
井伏鱒二の文学』（2018年10月、水声社）などがある。他に監
修として『現代日本執筆者大事典 第5期』（2015年7月 日外アソ
シエーツ）、『文芸雑誌内容細目総覧―戦後リトルマガジン篇』
（2006年11月 日外アソシエーツ）など。

梅澤 亜由美　うめざわ・あゆみ
法政大学大学院博士課程修了。大正大学教授。
著書に、『増補改訂 私小説の技法 「私」語りの百年史』（2017年
12月、勉誠出版）。共編著書に、『「私」から考える文学史　私
小説という視座』（2018年10月、勉誠出版）などがある。

勝又浩・梅澤亜由美 監修
日本文学研究文献要覧 現代日本文学2010～2014 B5・770頁　定価（本体37,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2548-1　2015.7刊

勝又浩・梅澤亜由美 監修
日本文学研究文献要覧 現代日本文学2005～2009 B5・850頁　定価（本体38,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2256-5　2010.6刊

勝又浩・梅澤亜由美 監修
日本文学研究文献要覧 現代日本文学2000～2004 B5・840頁　定価（本体38,000円＋税）　ISBN978-4-8169-1932-9　2005.7刊

日本文学研究文献要覧 現代日本文学1995～1999 B5・740頁　定価（本体38,000円＋税）　ISBN978-4-8169-1614-4　2000.6刊

日本文学研究文献要覧 現代日本文学1990～1994 B5・650頁　定価（本体37,000円＋税）　ISBN978-4-8169-1539-0　1999.4刊

20世紀文献要覧大系 27　勝又浩・藤本寿彦 監修
日本文学研究文献要覧1985～1989 現代日本文学 B5・670頁　定価（本体17,500円＋税）　ISBN978-4-8169-1309-9　1995.6刊

20世紀文献要覧大系 21　勝又浩・藤本寿彦 監修
日本文学研究文献要覧1975～1984 現代日本文学Ⅰ,Ⅱ B5・2分冊　セット定価（本体19,400円＋税） ISBN978-4-8169-1232-0 1994.5刊

【シリーズ既刊】



『日本文学研究文献要覧 現代日本文学2015～2019』内容見本

 現代日本文学 日本語文学

異文化と文学
〔図書〕

赤坂憲雄 日本という不思議の国へ　春秋社　2018.7　226p　20cm　1900円
井上暁子編 越境する世界文学―熊本大学文学部・第11回21世紀文学部フォーラム　熊本大学文学部　2015.9

43p　21cm
植田弘隆 文人、ホームズを愛す。 青土社　2015.12　332p　20cm　1800円
尾高修也 「西遊」の近代―作家たちの西洋　作品社　2016.10　292p　20cm　2300円
柏木隆雄 こう読めば面白い！ フランス流日本文学―子規から太宰まで　大阪大学出版会　2017.6　336p

19cm　2100円（阪大リーブル　060）
金子遊 異境の文学―小説の舞台を歩くアーツアンドクラフツ　2016.9　206p　20cm　2200円
金正勲 戦争と文学―韓国から考える　かんよう出版　2019.1　269p　19cm　2400円
曺泳日著,　高井修訳　世界文学の構造―韓国から見た日本近代文学の起源　岩波書店　2016.12　271p　20cm　

2900円
須田茂 近現代アイヌ文学史論―アイヌ民族による日本語文学の軌跡　近代編　寿郎社　2018.5　524p

19cm　2900円
テレングト・アイトル　詩的狂気の想像力と海の系譜―西洋から東洋へ、その伝播、受容と変容　現代図書　2016.

9　405, 43p　21cm　3400円
西原大輔 日本人のシンガポール体験―幕末明治から日本占領下・戦後まで　人文書院　2017.3　310p　20cm

3800円
野村幸一郎 日本近代文学はアジアをどう描いたか　新典社　2015.11　252p　19cm　1800円（新典社選書 74）
松本常彦, 波潟剛編　近現代文学と東アジアー教育と研究の多様性に向けて―「近現代文学と東アジア」研究会　花

書院　2016.3　229p　21cm　2593円（比較社会文化叢書　vol. 36）

〔雑誌〕
江國香織 文学と家庭、社会（繋がる言葉 ： 第三回東アジア文学フォーラム） : すばる　37（10）〔2015.10〕

p232～236
大西仁 日本は文化で、台湾は自然？（採録 葦の葉 日文協近代部会誌 二〇一二年一月～二〇一五年二月） : 近

代文学研究　（30）〔2017〕　p138～141
温又柔, 中村和恵, 秋草俊一郎, 都甲幸治　シンポジウム 複数の言語、複数の文学 ： やわらかく拡がる創作：すば

る　39（11）〔2017.11〕　p270～287
小峯和明 天竺をめざした人々 ： 異文化交流の文学史・求法と巡礼（東アジアにおける旅の表象：異文化交流

の文学史―古典文学と旅の表象） ： アジア遊学　（182）〔2015.4〕　p6～21
斎藤真理子, 鴻巣友季子　対談　斎藤真理子×鴻巣友季子　世界文学のなかの隣人 ： 祈りを共にするための「私たち

文学」（特集・韓国・フェミニズム・日本） ： 文芸　58（3）〔2019.秋〕　p52～64
下田城玄 近代文学のなかの朝鮮人（特集・五四運動、三・一運動から百年）：民主文学　（644）通号694 〔2019.

5〕　p109～115
鈴木貞美 旅愁：抒情の一九〇〇年代から一九三〇年代へ（東アジアにおける旅の表象：異文化交流の文学史

―旅の近代文学の生成）：アジア遊学　（189）〔2015.4〕　p119～129
竹村信治 遭遇と対話：境界で/境界から（日本文学のなかの〈中国〉―越境する文学）：アジア遊学　（197）

〔2016.6〕　p288～296
谷崎由依 東アジア文学フォーラム報告書くこと、つどうこと：文學界　69（9）〔2015.9〕　p252～255
張明傑 明治期における日本人の中国紀行及びその文献（東アジアにおける旅の表象 ： 異文化交流の文学史

―旅の近代文学の生成）： アジア遊学　（182）〔2015.4〕　p110～118
中島京子 東アジア文学フォーラム報告大きいものと小さいもの：文學界　69（9）〔2015.9〕　p250～252
日比嘉高 越境する作家たち：寛容の想像力のパイオニア：文學界　69（6）〔2015.6〕　p218～236
牧角悦子 花は「咲く」のか「笑う」のか：日中文化交流の一側面：日本漢文学研究：二松学舎大学21世紀

COEプログラム「日本漢文学研究の世界的拠点の構築」 （13）〔2018.3〕 p31～61
与那原恵 紀行 台湾、記憶の島で：文學界　70（6）〔2016.6〕　p234～246

〔書誌〕
アイヌ文学 参考文献 <近現代アイヌ文学史論―アイヌ民族による日本語文学の軌跡近代編須田茂寿郎社

2018.5>　p505～517

 作家・作品論 筒井康隆

筒井康隆
〔図書〕

佐々木敦 筒井康隆入門　星海社　2017.9　269p　18cm　900円（星海社新書　115）
筒井康隆著, 日下三蔵編　筒井康隆、自作を語る　早川書房　2018.9　238p　19cm　1300円
筒井康隆 不良老人の文学論―Essays on Literature & Other Sub jects 2004-2018　新潮社　2018.11　297p

20cm　1700円
筒井康隆―総特集：日本文学の大スタア　河出書房新社　2018.10　227p　21cm　1300円（KAWADE夢ムック）

〔雑誌〕
春日武彦, 清水良典, 沼野充義創作合評（第476回）「モナドの領域」筒井康隆 「幼なじみ」谷崎由依　「まるで砂糖

菓子」乙川優三郎：群像　70（11）〔2015.11〕　p322～334 
佐々木敦 虚構外存在の哀しみ ： 筒井康隆『モナドの領域』論：新潮　113（1）〔2016.1〕　p292～295
杉田俊介 すばるクリティーク 筒井康隆論 ： 文学は差別と戦えるか：すばる　39（8）〔2017.8〕 p154～169
筒井康隆, 佐々木敦　対談 あなたは今、筒井康隆の文章を読んでいる。（特集・小説の企み、言葉の魔力）：文學界

69（2）〔2015.2〕 p216～227 
筒井康隆 再録　筒井康隆インタビューわがダリ体験（特集ダリってダリだ？）：芸術新潮　67（10）通号802

〔2016.10〕　p70～73

牧眞司 「筒井康隆」ってなんだ!? ： 作品も自身も型破り。：東京人　34（2）通号407 〔2019.2〕 p124～132
山城むつみ, 長嶋有, 松田青子　創作合評（第469回）「匿名芸術家」青木淳悟 「スクラップ・アンド・ビルド」羽田

圭介　「メタパラの七・五人」筒井康隆：群像　70（4）〔2015.4〕　p338～353
湯川豊 文学エッセイ　現代の名短篇案内（第15回）色川武大と筒井康隆：本の窓　40（1）通号362 〔2017.1〕

p42～47
ライムスター宇多丸　筒井康隆原作映画祭！（神楽坂ブック俱楽部発足！ イベント詳報）：波　51（4）通号568

〔2017.4〕　p70～73

〔書誌〕
日下三蔵 筒井康隆 著作リスト　<日本SF傑作選　1　筒井康隆―マグロマル/トラブル　筒井康隆　早川書房

2017.8>　p778～759（1-20b）
日下三蔵 筒井康隆 全著作リスト　<筒井康隆、自作を語る　筒井康隆　早川書房　2018.9>　p238～193（1-

46b）
日下三蔵 筒井康隆 著作リスト　<筒井康隆―総特集―日本文学の大スタア　河出書房新社　2018.10>　p217

～221
編集部 筒井康隆 著書目録ほか　<現代作家アーカイヴ―自身の創作活動を語る　2　谷川俊太郎ほか　東京大

学出版会　2017.12>　p229～237
筒井康隆 年譜　<筒井康隆全戯曲　3　スイート・ホームズ探偵　筒井康隆　復刊ドットコム　2016.10>　p416～425 
筒井康隆 参考文献　<筒井康隆入門　佐々木敦　星海社　2017.9>　p266～269

詳細な分類項目により
各ジャンルごとに

研究文献を一覧できる


